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研究の趣旨

•大規模な災害や不審者犯罪、重大交通事故

•自然災害や事件・事故に関する正しい知識
や技能を身に付けることが必要

•「自ら判断し行動できる子どもを育てる」
校長として果たすべき役割や指導の在り方





（１）1年次（令和2年度）

① 研究計画の立案：研究方針・テーマ・研究内容の設定
② 安全教育の取組状況調査
③ 取組状況調査の結果分析と考察
④ 課題解決に向けた実践事例の収集

（２）２年次（令和３年度）
① 課題解決に向けた各校における実践
② 実践事例の集約と今後の実践のあり方の検討

（３）３年次（令和４年度）

① 実践に基づく成果と課題の集約
② 研究のまとめ
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家庭や地域との連携が不十分

自治体等との連携が不明確

教職員の危機管理意識が低い

児童主体の安全活動が不十分

児童の「危機予測・回避能力」が低い

危機管理マニュアルの見直しが不十分

職員研修の確保が難しい

系統的・体系的な安全指導が不十分

（１８校）



「自ら判断し行動できる子どもを育てる視点に立
ち、安全教育を推進するための校長の果たすべき役
割と指導の在り方について探る。」

〈 〉

〈 〉

①教科等横断的な取組を整理し、カリキュラム・マネジメント
による系統的・体系的な指導を展開する。
②職員研修の充実と、学校・家庭・地域・関係機関等の連携に
よる安全教育を行う。
③子ども主体の活動を通して、自らの命を守る安全教育を実践
する。



研究の実際 １

カリキュラム・マネジメント
により安全教育を推進した実
践例



経営の重点③
に安全に関す
る内容を入れ
る。

学校カリキュラ
ム・マネジメン
ト表

年間予定表に
安全教育に関
わる活動を位
置付ける
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目標達成の

ために重点

項目 

安全な登校 

登下校指導 

交通安全教室 

安全な休み時間の過ごし方 

避難訓練 

児童とともに行う安全点検 

      不審者対応訓練・講話 

 

生活リズム

調査 

メディアと

の付き合い

方 

チャレンジタイムと家庭学習のつな

ぎ 

家庭学習の手引き配布 

週末本の持ち帰り 

       早起きは３文の得 

 

生活リズム調査

自学強化週間と

学習計画表の取

組 

 

体力向上 身体計測     運動会 

健康診断     

スポーツテスト 

 

毎日の昼休み設定、運動遊びの奨励 

毎月 1 日：安全の日（安全点検、登校班長会、いのちの講話） 

１日ゲーム３０分以内、メディア２時間以内 

学校カリキュラム・マネジメント表（抜粋）

安全に関する主な
活動予定

経営の重点③に安全
に関する内容を入れ
る。



学年の安全教育計画の作成



具体的な実践事例１ 地域探検と安全教育





具体的実践事例２ 理科と防災学習



具体的な実践事例３ 避難訓練と学級活動



事例１，２，３における校長としてのかか
わり

子どもたちの様子を見取り、成果を確認し、授業記録を
全職員に配布することで意欲を高めること

授業のねらいや単元の位置づけなど、安全教育に
ついて担任と情報交換すること

カリキュラム・マネジメントを推進するにあたり
外部講師を招聘し研修会を開くこと



具体的な実践事例４ いのちの教育と安全教育
6学年年間計画

令和２年度　第６学年年間計画

つないで、つないで、一つのお話 1
聞いて、考えを深めよう/５年生で習った漢字

6 文の組み立て 2 夏のさかり/私と本/森へ 7 やまなし/イーハトーブの夢 8

春の河/小景異情/続けてみよう 1 8 天地の文 1 せんねん　まんねん 1 秋深し 2

情報と情報をつなげて伝える時 2 いちばん大事なものは 2 3
帰り道 4 チャレンジテスト 1 利用案内を読もう 3
地域の施設を活用しよう/漢字の形と音・意味

3 たのしみは 3 私たちにできること 10 熟語の成り立ち 2
春のいぶき 2 ５年生で習った漢字 1
ＮＲＴ 1 言葉の変化 2 チャレンジテスト 1

書写 書写 2 書写 3 書写 2 書写 3 書写 3

7 ２　国の政治のしくみと選挙 4 １　縄文のむらから古墳のくにへ 9 ２　天皇中心の国づくり 4 ６　戦国の世から天下統一へ 2

7 ２　天皇中心の国づくり 2 ３　貴族のくらし 3 ７　江戸幕府と政治の安定 6

４　武士の世の中へ 6 ８　町人の文化と新しい学問 3

５　今に伝わる室町文化 3

ＮＲＴ 1 ６　戦国の世から天下統一へ 3

学びのとびら 1 ２　文字と式 5 ４　分数のわり算 7 ５　比 2 ９　およその面積と体積 3

１　対称な図形 12 ３　分数のかけ算 13 分数の倍 3 算数で読みとこう（1） 2 考える力をのばそう（1） 2

どんな計算になるのかな？ 2 ６　拡大図と縮図 8 １0　比例と反比例 13

チャレンジテスト 1 ５　比 6 ７　円の面積 6 チャレンジテスト 1

ＮＲＴ 1 ８　角柱と円柱の体積 5

１１　およその面積と体積 2

自然とともに生きる 1 １　ものが燃えるしくみ 3 ２　ヒトや動物の体 1 ４　生物どうしのつながり 5 ５　水よう液の性質 4

１　ものが燃えるしくみ 5 ２　ヒトや動物の体 9 ３　植物のつくりとはたらき 8 自由研究 2 ６　月と太陽 6

４　生物どうしのつながり 2
空気のじゅんかんとエネルギー/水のじゅんか

ん 1

ＮＲＴ 1 みんなで使う理科室 2

５　水よう液の性質 10

歌声をひびかせて心をつなげよ
う

4 歌声をひびかせて心をつなげよ
う

1 いろいろな和音のひびきを感じ取ろう 7 曲想の変化を感じ取ろう 2
いろいろな音色を感じ取ろう 6

○星の世界○雨の歌○和音の歌で旋律づくり 閉校記念式に向けて 2
旋律の特徴を生かして表現しよ
う

4 曲想の変化を感じ取ろう 2
○われは海の子○メヌエット

見つめて広げて 1 想像のつばさを広げて 1 水の流れのように 4 ドリームプラン 2 版から広がる世界 5

想像のつばさを広げて 3 （選択）動きをとらえて形を見つけて 4 わたしの大切な風景 4 1２年後のわたし 5

私の仕事と生活時間 2 朝食から健康な1日の生活を 7 朝食から健康な1日の生活を 3 夏をすずしくさわやかに 7 思いを形に　生活に役立つ布製品 8

○家庭の仕事をしていますか ○いためて朝食のおかずを作ろう 夏をすずしくさわやかに 1 思いを形に　生活に役立つ布製品 5

○時間の使い方を工夫しよう ○朝食から健康な生活を始めよう ○夏の生活を見つめよう

○工夫して家庭の仕事を続けよう ○快適な住まい方や着方をしよう

○夏の生活を工夫しよう ○工夫して作ろう

○衣生活を豊かにしていこう

体ほぐしの運動１ 2 鉄棒運動 4 クロール・平泳ぎ 8 体ほぐしの運動２ 3 ハードル走 4

体力を高める運動１ 走り高跳び 4 保健「病気の予防」 4 体力を高める運動２ 相撲 5

ベースボール型 7 クロール・平泳ぎ 2 運動会に向けて　短距離走・リレー 4

マラソン記録会に向けて　長距離走 4

　 　 　 　 　

○Let’ｓ　Start 2 １　This　is   me. 4 2  Welcome　to　Japan． 4 4 ５ He is famousu.She is great. 6

1　This　is   me. 2 2  Welcome　to　Japan． 4

2 ○世界の友達１ 1

4　My　summer　vacation． 8

1 ○むし歯を予防しよう 1 ○不審者対応について知ろう 1
○夏休みの生活のめあてをもと
う 1 ○閉校記念式を成功させよう 2

○１学期の生活を振り返ろう 1 ○係を決めよう 1

○６年生になって 3 ○運動会に向けて 1

○知能テスト 1 ○修学旅行に向けて 2

A個性の伸長 Ⅾよりよく生きる喜び Ⅽ伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度 Ｄ自然愛護「帰ってきたクニマス」 1 Ｃ家族愛、家庭生活の充実

「自分らしく」 1 「小川笙船」 1 「古きよき心」 1 Ⅽ公正、公平、社会正義 「はじめてのアンカー」 1

Ⅽ国際理解、国際親善 Ａ勤労、公共の精神 Ⅾ自然愛護 「どれい解放の父  リンカン」 1 Ⅾ生命の尊さ

「幸せをいのって織るじゅうたん」 1 「マザー・テレサ」 1 「チョモランマ清掃登山隊」 1 B友情信頼「ロレンゾの友達」 1 「命を見つめて」 1

B友情、信頼 A善悪の判断、自律、自由と責任 B礼儀 A正直、誠実「のりづけされた詩」 1 Ａ真理の探究

「ひとみと厚」 1 「移動教室の夜」 1 「心にふく風」 1 A節度、節制 「光をともした『魔法の薬』」 1

Ⅽ規則の尊重 B親切、思いやり Ｄ生命の尊さ 「食べ残されたえびになみだ」 1 Ｂ感謝

「どんな心が見えてきますか」 1 「温かい行為がうまれるとき」 1 「折り鶴にこめられた願い」 1
Ｂ親切、思いやり「おばあちゃんの指定
席」 1 「こだわりのイナバウアー」 1

新任式・始業式 1 身体測定 1 全校ウォークラリー 3 修学旅行 12 相撲大会 3

プール清掃 2 運動会総練習 3 閉校記念式 3

運動会 5

学校行事 マラソン大会 1

児童会活動

クラブ
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４　（選択）子育て支援の願いを実現する政
治/震災復興の願いを実現する政治
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４月 ５月

図　工

理　科

音　楽
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○思い出のメロディー○ハンガリー舞
曲○風を切って
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○木星○ラバーズコンチェルト○ボイ
スアンサンブル

○明日という大空○おぼろ月夜○星
空はいつも）

みんなで楽しく過ごすために/
伝えにくいことを伝える

笑うから楽しい/時計の時間と心の時
間/主張と事例/話し言葉と書き言葉

12 10

11

12

17

新庄の未来を考えよう～循環型社会をめざして～ （２８）

○ 環境、福祉に関わる新庄市の取り組み(新庄方式)等を調べ、未来への提案をしていく。

○ 学校全体で取り組んでいるリサイクルシステムについて調べ、家庭・地域へ発信する。（たい肥作り）

○ 福祉について考える。

○ 運動会に向けて（４）○ 情報教育 ○閉校記念式に向けて（５）○修学旅行に向けて



学級活動：自分の好きなところを
見つけよう

総合：おもかげ復元師の震災絵日記

道徳：石巻市立湊小学校避難所



事例４における校長としてのかかわり

各学年の年間計画において、「いのちの教育」を
重点的に位置付けることを指示したこと

児童や職員に対して最終目標は「自分の命は自分
で守る」であることを伝え、各学年や児童会の具
体的な実践につながるよう働きかけをしたこと



具体的な実践事例５ 修学旅行と安全教育

震災遺構仙台市立荒浜小学校

東松島市震災復興伝承館



石巻市震災遺構大川小学校

高田松原津波復興祈念公園



事例５における校長としてのかかわり

修学旅行と総合的な学習の時間を関連させ、震災
学習の機会となるよう関係職員とともに検討した
こと

旅行業者に震災学習の目的を説明し、見学や体験
が可能な場所の選定を依頼したこと



研究の実際 ２

地域連携・職員研修により
安全教育を推進した実践



具体的な実践事例１
行政・関係機関との連携と職員研修

平成３０年８月の豪雨災害
→自治体あげての防災強化
→関係機関が連携して防災ブック作成

教職員



村内各地で土砂崩れが発生。
村全域が停電し断水した地区
もあった。





銅山川の下流域（赤松川との合流点付
近）

これまでの防災への取り組みが生かされたか？

▲スムーズでなかった対応の検証

※道路の寸断・通行止めで学校から

帰宅できなくなった一部の子ども

※避難所に着替えが全くない。

→学校常備へ

※小中学校が避難施設となった。

→職員の避難所業務への理解度

▲９月の訓練→コロナ状況悪化で中止

さらに、令和２年７月末の豪雨災害



具体的な実践事例２
危機マニュアル等の
見直しと職員研修

最上川

新田川

市教育委員会との連携
市教委～平成３１年4月完成
「大規模災害時学校施設避難所開設要領」
※学校施設の維持・管理
学校職員が解錠→避難所運営の市職員へ
→開設中の施設設備の維持管理・施錠→学校へ



危機管理マニュアルの随時更新

浸水想定･土砂災害警戒区域に立地する
学校への義務づけ

避難確保計画策定

計画に基づく避難訓練の計画・実施

非常災害時＋その他の緊急危機対

応・マニュアルの見直し



非常災害時＋その他の緊急危機対応マニュアルの見直し

マニュアルの
見直し・更新
＝職員研修・参

画意識

実際に起こった事案に照らし、随時マニュアルの見直しを検討し更新する。

学校職員の一員としての危機対応への主体的な参画を促進



事例１，２における校長としてのかかわり

行政・関係機関との連携を図り、防災ブック作成
や巡回研修に職員をかかわらせることで、職員研
修に結びつけたこと

行政に働きかけ、危機管理マニュアル等の見直
し・更新をはかることで、職員研修に結びつけた
こと



研究の実際 ３

子ども主体の活動を通して自ら
の命を守る安全教育の実践例



具体的な実践事例１ 子どもとともに行う安全点検





事例１における校長としてのかかわり

安全教育にかかわって、子ども主体の活動を行う
ことの必要性を説明し、担当者と話し合い、思い
を共有したこと

安全点検の信頼性を高めるため、教職員と子ども
の双方の目で行う必要性を職員に説明したこと



登校班長会

・登下校の様子を登校班ノートに記録

町内子供会
・町内や通学路の危険箇所を確認
・「こども110番」の設置個所の確認

具体的な実践事例２
今ある組織を活用した安全教育



危険を発見する目

通学路や家庭生活における
危険の発見と回避行動



子ども主体の活動に取り組むことが難しい

先進校の事例既存組織の活用

校長からの働きかけ



〈成 果〉

●校長が学校経営の中に、安全教育・いのちの教育の目標を明

確に位置づけ、カリキュラム・マネジメント表を活用すること

によって、年間を見通した安全教育を実施することができた。

●洪水による浸水や河川の氾濫等の災害の経験から、自治体や

教育委員会との連絡系統、緊急時における施設の運用、職員

の動き等、校長・学校の役割を明確にすることができた。

●自ら判断し行動できる子どもを育てるには、教職員中心の安

全教育だけではなく、子どもたちが考え実践していく場を設

定いくことの重要性を再認識することができた。



〈課 題〉

●校長として、さらにカリキュラム・マネジメントを進めてい

き、災害の多様化に対応できる安全教育を進めていく必要

がある。

●今後も関係機関や地域との連携を重視し、地域の実態に応

じた安全教育を計画的に教育課程に位置づけて指導してい

く必要がある。

●子どもたちが主体的に活動するための課題を整理し、校

長としての役割を明確にして、実践に結びつくよう計画し

ていく必要がある。



御清聴ありがとうございました。


